
完了報告書

日本財団 会長 笹川 陽平 殿

■契約時

報告日付 :2023年 7月 28日

事 業 lD:  2022S00673

山口県宇都市の「子ども第二の居場
所」学習・生活支援モデルにおける子
どもへの体験機会の提供 (2022)

事業名

箇所は(様式3)収支計算書より自動転記

団体名 : ―般社団法人キッズラ⌒ヽ

代表者名 代表理事 金子 淳子
だ熊警∋稽ハ

丁EL:0836-22-0006(金 子小児科
ぞぼ≧婆

|ビ
ッ

事業完了日:2023年 6月 30日  姜`ミリ/

事業費総額 420,000円

自己負担額 0円

支援金額 420,000円

■事業完了時

事業費総額 839,933円    収支計算書の黄のセルの値

自己負担額 419,933円    収支計算書の緑のセルの値

支援金額 420,000円    収支計算書の赤のセノレの

支援金返還見込額 円

1.事業内容

支援契約書記載の事業内容(予定)と、事業完了時の事業内容 (実績)を対照可能とするため、支援契約書と一緒に

綴じている「事業計画」の事業内容欄を転記した上、体裁を変えずに結果を記入してください。

なお、事業内容を複数設定している場合は、各事業内容ごとの完了時の実績を個別に記入してください。事業内容が

4つ以上ある場合は、一つの事業内容ボックスに複数ご記載頂いて構いません。

■事業内容1

(1)支 援契約書記載の事業内容 (予定) (2)事 業完了時の事業内容 (実績)

へ の 行 の

(1)時期 :2023年 3月

(2)場 所 :沖縄県
(3)対象 :子ども6名

(4)内 容 :生活困窮等の理由により体験機会が少な
い子どもたちが、新幹線や飛行機を乗り継いだ沖縄
へ旅行し、宿泊体験、マリンアクティビティ体験、陶芸

体験、地域住民との交流等を行う。

(3)成 功したこととその要因

し つ を して ヽ
。

陶芸体験については、子どもたちの希望はあったが、スケジュールがタイトで移動時間も含めスケジュールがあわなかつたため。

上記 了 」 について い 。 作 て い

れを添付いただければ省略可能です。
報告書及び沖縄旅のしおり添付参照

(1)時 期 :2023年 3月 27日 、28日 、29日

(2)場 所 :沖縄県
(3)対 象 :子ども15名

(4)内 容 :生活困窮等の理由によりさまざまな体験機

少ない子どもたちが、バスや飛行機などを乗り
でヽ離島である沖縄県に旅行した。旅行が単なる

観光に終わることなく、沖縄の文化、基地問題、返還

の歴史などに触れる機会となるよう配慮し、子どもた

自身の意見を取り入れ、スケジュールを計画した

等、新たな体験と学びの機会を創出し、知見の幅が

広がることで将来の選択肢を増やした。

ス、飛

たヽ参加者全員が旅行に参加し 行政から協力を得て、

沖縄県ユネスコ協会なッヾグや時計

多 く 個人、の企業や団体、て し

日本ユネスコ協会連盟、をし等ヽ ) たヽ。たヽだし 現地 におしTシャツなど)寄付金 (お 小遣し

旅行に必要な物資 (旅行

どの協力により、想定してし

(5)事 業内容詳細

(4)失 敗したこととその要因

1



■事業内容2

(1)契約時の事業内容 (2)事 業内容の実施(完了)状 況

2自 然体験、地域住民との交流の実施
(1)時期 :2023年 3月

(2)場所 :沖縄県
(3)対象 :子ども6名

(4)内 容 :コ ロナ禍で外出機会が減少している子どもたち
が沖縄の海で、さまざまなアクティビティに普段関係性の

あるスタッフと共に、安心した体験環境に配慮しチャレンジ

する機会を創出することで、基礎体力や心身の健康増進
に繋がり、不安なく新たな体験を実施することができる。ま
た、地域の大人や子どもたちとの交流の機会を通じて、
バーベキューをしたり関わりを持つことで、子どもたちが将
来の夢や希望を思い描くと共に社会性を育む基盤を啓発

する。

(3)成 功したこととその要因
った。

民の方々の温かいサポートにより、子どもたちが積極的に体験プログラム等に参加したり、挨拶をしたりという様子が見とれた。

(4)失敗したこととその要因

(5)事 業内容詳細

■事業内容3

(1)契 約時の事業内容 (2)事 業内容の実施(完了)状況

3宿 泊体験の実施
(1)時期 :2023年 3月

(2)場 所 :沖縄県
(3)対 象 :子ども6名

(4)内 容 :社会教育施設である「青少年の家」で子ど

もたちとスタッフが寝食を共にすることで、基本的な
生活習慣と生活リズムの定着を図る。生活が不規則
になつている子どもたちに、生活サイクルの改善及

び健全化を図ることで、登校状態の改善及び登校 日

数の増加への一歩を啓発する。

(3)成功したこととその要因

2泊 という極めて短期間であつたが、子どもたちとスタッフが旅行の機会に寝食を共にすることで、3食食べ、入浴し、

練るという、基本的な生活習慣を実践することができた。

(4)失 敗したこととその要因

特になし

(5)事 業内容詳細

(1)時期 :2023年 3月 27日 、28日 、29日

(2)場 所 :沖縄県
(3)対 象 :子ども15名

(4)内 容 :コ ロナ禍で外出機会が減少している子ども

が、沖縄の海などで普段関係性のあるスタッフと

共にさまざまなアクティビティにチャレンジする機会を
創出したことで、基礎体力や心身の健康増進、意識
向上に繋げた。また、地域のさまざまな大人と清掃
活動や交流会の機会に関わりを持ったことで、子ど

ちが将来の夢や希望を思い描くと共に、社会性

2

育む基盤を創出した。

(1)時期 :2023年 3月 27日 、28日 、29日

(2)場 所 :沖縄県
(3)対象 :子ども15名

(4)内 容 :子どもたちとスタッフが寝食を共にすること

で、基本的な生活習慣と生活リズムの定着を図っ

た。生活が不規則になっている子どもたちに、生活

サイクルの改善及び健全化を図ったことで、登校状

態の改善及び登校 日数の増加への一歩を啓発し

た。



■事業内容4

(1)契 約時の事業内容 (2)事 業内容の実施(完 了)状況

4社会科見学訪間の実施
(1)時期 :2023年 3月

(2)場所 :沖縄県
(3)対象 :子ども6名

(4)内 容 :日 常の食事で沖縄の陶芸「やちむん」を食
器で使用していることから、やちむん工房を訪れて製
作過程の見学や体験を行い、陶芸職人等との交流
を通じ沖縄の文化に触れることで、日常と沖縄の繋
がりの意識化を図る。これらから、沖縄の首里城や

国際通りなど、子ども達の計画に応じた社会体験を

行う中で、より沖縄に対する就学意識の向上を啓発
し、子どもたちのより豊かな心の育成を促す。

(3)成功したこととその要因

(4)失 敗したこととその要因

特になし

(5)事 業内容詳細

及 の し

2.契約時事業目標の達成状況

(1)支 援契約書記載の目標

(2)日 標の達成状況[700文字

(1)時期 :2023年 3月 27日 、28日 、29日

(2)場所 :沖縄県
(3)対 象 :子ども15名

(4)内 容 :美ら海水族館見学、糸満地域のビーチ清

、首里城見学、ゆいレール乗車、国際通り散

策など、子ども達自身の計画を取り入れた社会体験

を行つた中で、さまざまな経験のなかから社会性や

学ぶ姿勢を身につけたとともに、訪間地である沖縄
に対する意識の向上を図ったとともに、子どもたちの

より豊かな心の育成を促した。

る数々の協力団体、企業や個人、地域住民の方々によるサポートをいただくことで、多様な学びの機会得ることができ、理解の
日

て し 」 して

1.沖縄県への新幹線、飛行機などを利用した旅行の実施
2.自然体験、地域住民との交流の実施
3.宿 泊体験の実施
4.社会科見学訪間の実施

3百 1 文字数チェック 10K入力文字数
1事業完了後の目標達成状況を700文字以内で明記してください。
※目標を複数設定している場合は、各国標ごとの達成状況を個別に記入してください。
1.参加者が多かったため、新幹線の利用を断念し、バス、飛行機の利用に変更したが、旅程は予定通り実施できた。

2.沖縄のビーチや施設での自然体験、地域住民との交流機会は、多くの関係団体の協力により実施することができ

た。3.生活習慣と生活リズムの定着を目途とした宿泊体験は、2泊 と短期間であったが、その後の子どもたちの変化

につながる経験となつた。4.沖縄県内の観光地の他、歴史や文化に触れる機会を得た。地元支援者からいただいた

お小遣いで買い物を体験し、お金の出納管理も学ぶことができた。



了 まで の

「 *i.,tr)h+:F* 月頃 に ***ネ* ff+,r***になつて しヽると見込 まれ る」の かを記載して下 さしヽ

複 数年計 がある場合 複数年計画の「 ****+**月頃 J:+**{*751***** なつて しヽ る とを 指す」の か を

最終日標 (中 長期目標)として記載して下さい。

施設や機器整備した場合、整備した数年後に見込まれる成果(例えば2年後、3年後)を設定し、

「***十年**月 頃に*****が*****に なつていると見込まれる」かを、申長期目標として記載して下さい。

団体旅行の実施により、拠点での活動では上手くできていなかった集団行動やルールの遵守が、少しずつできるよう

になった。お互いを気遣い、周囲に配慮すること、挨拶やお礼などの常識的な行動や礼儀が身につくなど、一人ひとり

に成長がみられた。旅行の準備期間を含めて、入浴、洗髪の機会を重ねていくことで、兄弟全員の衛生観念の向上

がみられ、「ゴミ屋敷」であった家庭への介入と清掃が可能となつたケースがあつた。

3.事 業実施によつて得られた成果

4.活動を通じて明らかになった新たな課題と対応案

5.事 業成果物

(1)支 援契約書記載の成果物名称 (2)事 業完了時の成果物名称

て

報告書

(3)未 作成となつた要因

してい

(4)成 果物を登録したウエブサイトのURL

法については、こ

undation.orjpl app/ uploads/ 2019/03/ , なお 公開 凛 難な成果物 こ関 Iよ 紙
の 認 ださしく

0

ヽ https ppon―

り

ni

gra l 1 p (df よ が てし|ǵu

のアップ醸―ドをお願し`し`た1,ま す。,

上記で登録したURLをご記載ください。
沖縄体験旅行フォトブックについては、子ども達の顔が掲載されているため、登録はしていない。

(沖縄体験旅行フォトブツクは、キツズラップで保管している)

て し 1ま フ
|スの

もたちと異なり 配慮を要す
す 方 で の ような環境 | こ育つた子どもたち は 、認 知 や行動におしヽて定 型発達の子ど

こ必要なかばんや衣服 履物等を 家
ることが 多じヽた め 活動 こ際 して 多くの 人 員が必要となる 加 えて 旅行のため |

増しを要した 後 この ような資金援助が行われる際
庭で準備することができなしヽため 申請費用外の支出の積み

に は 、細 や かな配慮が求められると感じた 加 えて 度の旅行機会だけで 11ま 変えることのできなしヽ家庭等の環境

下に戻
れる。

ると その効 果 は徐 々 に薄れ.て しヽくと感じる 年 に 度でなく もう少し詰めた間隔での経験機会の提供が 望 ま

:こ の

ヽ

沖縄体験旅行フオトブック

重 L



(様式3)
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収支計算書

(2022年 07月 20日  から 2023年 6月 30日  まで )

団体名

事業名

一般社団法人キッズラップ

山田県宇都市の「子ども第二の居場
所」学習・生活支援モデルにおける子ど

もへの体験機会の提供 (2022)

(単位 :円 )収入の部

支出の部

科 目 予算額 決算額 返還金見込額

日本財団支援金収入

自己負担

420,000 420,000

419,933

収入合計 420,000 839,933

科 目 予算額 決算額 備考

旅費交通費

給食費

研修費用

保険料

292,200

66,000

51,000

10,800

769,968

50,965

10,000

9,009

支出合計 グ0,甲0 839,933



(様式4)
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事業費覇網薄

(2022年07月 20日  から 2023年6月 30日 まで〕

覆印岡

『

丁=蘇躍璽頭顧「天:手シスラツフ
事業名 :画 呻 市の「子ども第二の層場所」学習・ 生機

―

における子どもへの体難 の提供 (2022)

(単位 :円 )

科 目 支払先 使用内容 金 額 備 考

2023年 3月 16日 旅費交通費 サンデン旅行株式会社 航空券代 462,600 ①

2023年 3月 16日 旅費交通費 サンデン旅行株式会社 バス代 168,108 ①

2023年 3月 16日 旅費交通費 サンデン旅行株式会社 宿泊代 139.260 ①

2023年 3月 16日 給食費 サンデン旅行株式会社 食事代 26,840 ①

2023年3月 16日 保険料 サンデン旅行株式会社 保険料 9,000 ①

2023年 3月 16日 研修費用 サンデン旅行株式会社 移動交通費 10,000 ①

2023年 3月 27日 給食費 株式会社サンエー 飲料代 3,525

2023年 3月 29日 給食費 オキちゃんパーラー 食事代 7.000

2023年 3月 30日 給食費 株式会社 日本バイオテック 食事代 13.600

支出合計 839,933

X事業費明細簿には、全ての支出 (5万 円以下のものも含む)を記入してください。

※5万 円以上の領収書、振込控のコピーを添付してくださしヽ。 (領収書番号記入)

領収書番号支 出 日


